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利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

63
3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

平成 ２９年 ３月 １１日

取 り 組 み の 成 果
↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの

評価結果市町村受理日平成 ２９年 ２月 ２０日 平成 ２９年 ６月 ９日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

大阪市中央区中寺１丁目１－５４ 大阪社会福祉指導センター内

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目） ※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項 目
取 り 組 み の 成 果

↓該当するものに○印
項 目

訪問調査日

1 自己評価及び外部評価結果

2771601909

法人名 特定非営利活動法人 吹田市民NPO

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 こじんまりとしたホームですが、家庭的な雰囲気をつくり、ゆったりと過ごしていただけるように
心がけています。施設っぽくない、普通の家庭のようなホームで、設備に不自由な面もありま
すが、逆にそれを利用もすることで、重度化していくなかでもできることをできる限り長く続けて
いけるような支援・介護をしていきたいと考え、日々の暮らしを工夫しています。
表は、由緒ある神社の公園で、地域の方や子供達がよく遊びに来ていて、時には声を掛けたり
交流をすることも出来ます。また、地域自治会の行事等に参加をしたり、ふれあいサロンなどで
地域住民との関係づくり、地域に開かれたホームであるようにと心がけています。

グループホーム「あい」事業所名

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
閑静な住宅街の中に建つ民家を活用した小人数のグループホームです。利用者が自分の家にいるよう
な雰囲気で落ち着いてゆっくり過ごせるように工夫されています。玄関の前は由緒ある神社の境内公園
になっており、地域の方や子どもたちと会話を楽しむこともできています。母体のＮＰＯ法人では地域住
民や子どもたちが交流できる居場所を設けるなど事業所の力を活かした地域貢献も行い、事業所は地
域の一員として受け入れられています。今後も地域に根ざした事業所として期待の持てるグループホー
ムです。管理者は職員と共に利用者が重度化するなか「”ゆっくり、一緒に楽しく”心地よい居場所をつく
りあげる家（ホーム）です」の理念を共有し、利用者一人ひとりの思いを汲み取ったサービスを提供して
います。

基本情報リンク先

大阪府吹田市南高浜町２２－７所在地

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2771601909-00&PrefCd=27&VersionCd=022

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会
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自己評価および外部評価結果

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る

『“ゆっくり、一緒に楽しく”心地よい居場

所をつくりあげる家（ホーム）です。』を理

念としている。職員が理念を理解できる

ようにし、その理念に沿った議論なり実

践を心がけ、理念は勤務に就くにあたっ

て基本的姿勢のひとつであるということ

を常に意識するように心掛けている。

管理者は事業所理念が常に立ち戻る

根本的な考え方と理解しています。利

用者の重度化に応じて、職員とも常に

理念について話し合い、職員は理念を

基本的姿勢として理解し共有して実践

に繋げています。『ゆっくり、一緒に楽

しく“心地よい居場所を作りあげる家

（ホーム）です」を理念に掲げ、職員は

日々のケアの中で、グループホーム

「あい」の合ことば「入居者の表情は介

護者の鏡、入居者の笑顔と満足を求

めて、これが私たち介護職員の“生き

がい”です」をリーフレットに記載して、

地域に密着した支援を行っています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

2 2

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している

ホーム前の公園に来られる地域の方々

との交流や、入居者との散歩途中で挨

拶や簡単な会話をするように心掛けてい

る。朝に雨戸を開ける時に挨拶をする

等、日常的な近所づきあいを大切にして

いる。自治会の資源回収への協力や、

催し・行事があれば、見学参加をするよ

うにしている。また、地域運営推進会議

で、情報交換・共有・コミュニケーションを

心がけている。

ホームは日頃より、近隣住民との交流

を図っています。自治会に加入し、自

治会活動には積極的に参加していま

す。事業所の前にある神社の境内公

園は利用者と地域住民の交流の場と

なっています。公園周りの清掃や資源

ごみ回収、ゴミネット回収などにも協力

しています。運営推進会議は自治会館

を借りて開催され、地域の方が参加し

やすい雰囲気を作っています。会館の

掲示板には事業所のイベント情報など

を掲示し情報交換を行っています。ま

た、地域住民の協力のもと、自治会館

と神社の境内でチャリティコンサートを

開催し、利用者、家族、地域住民の多

世代間の交流の機会となるなど、利用

者が地域の一員として暮らし続けられ

るように心がけています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

3

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を地

域の人々に向けて活かしている

歌や食事を通しての入居者と地域の方

との交流の場として、また認知症の方に

ついて、介護者のケアについて知っても

らう機会の一つとして地域ふれあいサロ

ンの取り組みを継続している。認知症サ

ポーター養成講座への協力やキャラバ

ンメイトとしての活動など地域での啓発

活動に努めている。

また、地域の行事・祭りなどに参加（出

店）し、パネルや資料を用意し、市民の

方々へ認知症の理解を深めてもらえる

よう努めている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

4 3

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている

２ヶ月に１回、ホームの前の自治会館を

利用して開催している。入居者の日常の

変化（認知症・薬・排泄など）についてプ

ライバシーに配慮しつつ報告し、意見を

いただくこともある。ホーム内での行事

や自治会の行事に参加した様子なども

報告をするようにしている。議事録で報

告し、会議で出された意見や要望をケア

やホーム運営にも反映していけるように

努めている。

運営推進会議は、開催規程に沿って２

か月に１回、年６回定期的に開催して

います。地域から自治会長、吹田市社

会福祉協議会地域担当、地区福祉委

員会委員長、介護相談員、法人代表

理事、地域包括支援センター職員等毎

回多彩なメンバーと家族代表、職員の

代表で構成されています。司会も参加

者が交代で務めています。ホームから

利用者の詳しい状況を報告し、地域の

各委員からは、地域の行事や催し、各

種の詳しい情報提供が有り、意見交換

し、ホームの運営に活かしています。

最近の会議では、市の職員と市社協

の CSW（生活・福祉相談員）を招き『今

後の介護保険制度と地域包括ケア、

地域包括支援センターとCSWの役割』

について講演をしていただき、ホーム

の将来の在り方について勉強していま

す。チャリティコンサートの開催は、会

議で意見交換をして実現しました。会

議はホームが地域に根差し、地域の

理解と支援を受けるために有効なもの

になっています。



大阪府 グループホーム「あい」 2017 年 4 月 28 日

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会6

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

5 4

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んでいる

吹田市・介護保険課や社会福祉協議

会、地域包括支援センター等と随時意見

交換・情報共有に努めている。

市内のグループホームで構成する事業

者連絡会を通じて常に行政との連携を

促進し、情報の共有に努めている。ま

た、市の行事等にもできるだけ参加・協

力をするようにしている。

市の担当職員、地域包括支援センター

職員、市社協との関係は密で、運営推

進会議やその他の会合で連携が有

り、相談や情報交換をしています。

事故が有れば速やかに報告、外部評

価の結果も報告しています。市が開催

する事業者連絡会、研修会に参加し、

市の介護フェア開催等にも協力してい

ます。

6 5

○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る

安全確保のため、夜勤帯や入浴時など

必要最小限の施錠にとどめる努力をして

いる。日中は、出来る限り玄関の施錠を

せず、リビングから玄関が見えるように

して見守りをするなど必要に応じてスタ

ッフが寄り添うことができるように努めて

いる。スタッフ間で理解を深め、統一した

意識を持てるように取り組んでいく。

管理者は身体拘束をしないケアの大

切さをよく認識し、職員の指導をしてい

ます。年１回は虐待の防止を含めて研

修をしています。職員は外部研修にも

参加し、伝達研修で全職員が共有して

います。職員は日常のケアの中で、言

葉遣い等で気の付いたことは、お互い

に注意し合っています。玄関は、入浴

時などに施錠することはありますが、リ

ビングの玄関側の扉を透明化する等

工夫して、鍵をかけないケアに取り組

んでいます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

7

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている

虐待についての資料の回覧やスタッフ

間で虐待予防などについて研修を行っ

たり、お互いに防止意識を持つよう努め

ている。身体的虐待や精神的虐待を自

分が気づいていない内に行っていない

か、他のスタッフの行動や発言を自分

自身の事として振り返るようにする。

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る

対象の入所者があっても、自立支援事

業や成年後見制度についての理解がま

だすべての職員に行き渡っていないと思

われるので、研修などで機会を作るよう

にする。

9

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている

契約時はもとより、制度の改定やホーム

の現状を定期的に報告し、意見交換す

るように努めている。日常の中でも、意

見や疑問等があれば話すことができる

ように務めている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている

定期的に家族会を開催し、意見交換に

努めるとともに文書等での報告や年度

方針を配布している。また、地域運営推

進会議にも家族会代表にできるだけ参

加してもらい、意見交換をできるようにし

ている。

家族の訪問時には職員からも日常の様

子を報告し意見を聞くようにしている。

管理者は家族の意見や要望は運営上

大切なものと考えています。

家族が来所の機会には管理者、職員

は利用者の様子を報告しながら意見

や要望を聞いています。運営推進会議

には家族の代表が参加しています。

年２～３回、家族会を開催し、ホームの

全体的な状況を報告し、重度化、看取

り、防災、介護保険制度の改定等その

時の課題等を説明して意見や要望を

聞き、運営に繋げています。

家族は大掃除等ホームの行事にも参

加し、協力しています。ホームから家

族には、毎月請求書送付時に簡単な

お便り、年３回発行の『あい通信』を同

封し、ホームや利用者の状況を知らせ

る取り組みをしています。



大阪府 グループホーム「あい」 2017 年 4 月 28 日

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会9

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

11 7

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている

職員会議等での意見交換、年２回行う個

別面談で意見や要望を把握し、ホーム

運営に反映できるようにしている。

年度方針を作成する際には、スタッフと

もできるだけ意見交換をしながら行い、

説明、回覧できるようにしている。

毎月定例の職員会議で、職員は自由

に意見を出し、相談をしています。職

員は日常的なケア面、ホームの運営に

提案書で意見を出しています。手すり

の設置、椅子の配置等、設備面や日

常の支援方法について、会議での職

員からの意見で実現できています。管

理者は職員が十分理解するまで話し

合いをして、ホームの運営にあたって

います。

職員は毎日の１０分間の申し送り時間

に、連絡・共有事項等も確認し、連携し

て支援にあたっています。また、ホー

ム長と管理者は年２回、職員と個別面

談で要望や意見を聞いてホームの運

営に繋げています。

12

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている

自己評価等をもとに、定期的に個別面談

を行い、勤務状況の把握や労働環境に

対する要望を把握し、改善できるように

努めている。

また、個別の相談、日常の意見や要望

に対しても反映できるように努める。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

13

○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る

外部への研修参加について情報提供を

するなどで促したり、職員個々の要望に

応じて内部研修を実施するなどしてケア

の習熟能力の向上に努めている。また、

資格取得への奨励も行っている。

14

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている

市社協の施設連絡会や市の介護保険

事業者連絡会（グループホーム・特定

施設部会）等に所属し、その取り組み

にも参加するようにし、他の事業者とも

情報交換や交流する機会をつくってい

る。職員も参加できるように努めてい

る。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている

本人から聞く体勢を大切にしながら、家

族や関係者にも協力をあおぎ、センター

方式を元にその人らしい暮らしとは何か

を探りながら計画作成を行っている。職

員間でも意見交換・情報共有を行い、本

人との関係作りに努める。

16

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る

ケア計画の作成には家族との意見交換

を行うようにしている。来所時に日常の

様子についても報告・相談を心がけた

り、担当職員から毎月末の文書で様子を

簡単に報告をするなどコミュニケーショ

ンをとるようにしている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

17

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族

等が「その時」まず必要としている支援

を見極め、他のサービス利用も含めた

対応に努めている

長期的な目標とともに短期的には何が

必要なのか、本人の思いや家族の思い

を見極め、家族と意見交換する中でサー

ビスの内容を考えた対応に努めている。

家族の来所時に気づいたことを聞くなど

して対応に努める。職員間でも情報を共

有できるように努める。

18

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の関

係を築いている

日常で不自由なところはサポートしつ

つ、本人の意思・積極性・できることやや

りたいことを尊重して、無理のない範囲

で家事等の参加を促す工夫、努力をして

いる。それぞれの入居者に合わせた声

かけ・介助をするようにし、日々の体調

や変化を把握して寄り添うように努め

る。入居者と１対１でコミュニケーション

をとる機会をもち、関係を作れるように努

めている。

19

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている

家族が気軽に来所できるような雰囲気

作りを心掛け、来所時には入居者とゆ

っくり過ごせるようにしたり、家族の時

間を持つことができるよう心掛けてい

る。

家族が何を求めているか、どうしてほ

しいかを考えて、こちらから提案や要

望を聞けるように心掛けている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支

援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている

友人・知人等の連絡や訪問を持続できる

よう、気軽に電話をされたり会話ができ

るように努めている。また、馴染みの美

容室に行ったり、散歩時など本人に所

縁のある場所に行ったり、また道中は

思い出話をして少しでも思い出せるよ

うにしている。

職員は、利用者と馴染みの方との付き

合いを大切にしたケアを心がけていま

す。利用者の重度化とともに入居前か

らの友人や知人との付き合いが難しく

なった方には職員が間に入り、情報交

換を行うなどの支援をしています。自

宅に来た年賀状を家族が持ってくる方

には、職員は交流関係を聴くなど、こ

れまでの繋がりが思い出せるような支

援を行っています。以前の入居者の知

人とホームで友人になり退去後も訪ね

てくる方や、地域サロンで友人になり

交流をしている方もいます。

21

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

リビングで皆と話をする時は一人にな

らないように、会話に参加できるように

声かけをしたり、そこから共通点を見

つけて話を振るなど、お互いがその時

だけでも親近感がもてるように取り組

んでいる。入居者同士でトラブルになる

こともあるが、必要に応じてスタッフが間

に入り、話題を変えたり、提案したりと、

ともに楽しく過ごせるようにと心がけて

いる。

１対１の方がよいような時もあり、様子を

見ながら行うようにしている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

22

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている

退居された先の施設とは情報交換を行

えるように心がけている。時には家族と

のやり取りもあり、今後も相談などできる

事があれば行っていくようにする。

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している

家族、知人から本人に関する様々な情

報を収集し、共有する中でその人の思い

や過去の生活を把握するようにしてい

る。また日常での会話などから、その人

自身の思いや、暮らし方への要望や意

向等を聞き、希望を把握できるよう心が

けている。今までの習慣を続けられるよ

う心がけ、職員間でも情報交換、共有を

できるようにしている。

コミュニケーションが困難になってきた入

居者に対しても、入浴や寝る前、散歩の

時などスタッフと１対１でゆっくりと話をす

ると普段にはない話が引き出されること

がある。

利用者や家族の思いはセンター方式

を活用して聞き取り、職員が日々のケ

アの中で聞き取った事を追記できるよ

うにシートはリビングの鍵付きの棚に

置いています。職員は個別に聞き取っ

た意見を会議で共有してケアにつなげ

ています。「家に帰りたい」と訴える利

用者で、家族の協力のもと自宅外泊で

きるようになった方がいます。思いを伝

えることが難しくなった方には、日々の

ケアで表情や態度から利用者の思い

を感じ取るような支援を実施していま

す。入浴時や散歩時などゆっくりとした

時間を持つことで自分の思いを話す方

もいます。洗濯物たたみなど自分ので

きる事を役割にしている方や、三味線

を習っていた方に披露する機会を作る

など一人ひとりの意向にあった支援を

行っています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

24

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている

本人との会話や、家族・友人などからも

様々なエピソードを聞かせてもらうなど、

その人の暮らし方や経歴などを把握す

るよう努めている。日常の行動などから

思いを推察し、持ち物や衣服等を見て

知ろうとしたり、また何気ない会話から

考えや今までの経緯を聞くようにして

いる。本人の人間性を理解しようとす

ることで、馴染みの関係を築けるように

心がけている。

25

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる

日々の様子は個人記録に残し、また必

要なことは引きつぎやケアノートによっ

てスタッフが把握するように努めている。

入浴や更衣時に、身体状況を確認する

ようにし、傷などを発見した時に場合に

よっては写真に残して経過観察するよう

にしている。また、本人のペースを掴み

ながら、少しの動作でもできることはして

もらい能力の低下防止に努めている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している

各担当者が、毎月個人記録からのモニ

タリングを行い、計画作成担当者と意見

交換をしながら、計画の作成や更新を行

っている。

日々の生活からの注意点、問題点や

現在の状況を把握し、それをふまえた

計画を作成するように努めている。

計画作成担当者は、介護計画を３か

月毎に見直し、変化があった時にはそ

の都度見直しています。毎月モニタリ

ングとカンファレンスを行い、職員間で

共有して計画作成をしています。利用

者に変化があった時には家族に説明

し、了承を得て計画作成をしています。

今後、担当者は利用者一人ひとりに重

点を絞ったモニタリングを行っていく方

向です。また、介護計画に基づいたケ

アの実施や、記録の簡易化なども視野

に入れ、職員が常に介護の質を高め

て行けるように工夫した介護計画の作

成を行っていく方向です。

27

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている

業務日誌、個人記録、水分・排泄記録等

への記録と、引きつぎやケアノートを利

用し、情報の共有に努めている。本人の

状態に合わせての記録と継続した観

察ができるよう、記録の意味と重要性

を職員全員が理解できるように心がけ

る。職員ケア会議での意見交換や、家族

からの意見も反映し、実際のケアに取り

入れるようにする。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

28

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる

地域の催しに職員や家族・協力者と参加

することも、ホームの存在や入居者のこ

とを知ってもらうきっかけ作りと考えてい

る。 職員だけでの対応ではなく、ボラ

ンティア等外部との関係づくりをするこ

とで多彩な支援を行えるようにと考え

ている。

29

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している

地域の高齢者とのふれあいを目的に開

催している地域ふれあいサロンへの参

加、自治会や地域の行事への参加のほ

か、馴染みの美容院の利用などで入居

者のより豊かな暮らしを支援していくよう

に努めている。日常で関わる人々やボラ

ンティア、サポーター等との関わり、地域

との連携を大切にし、その中で入居者が

ゆっくり生活できるようにしていくように

努めている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

30 11

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している

本人・家族の了解のもとで、月２回の

訪問内科や訪問歯科の診療を実施し

している。各入居者の要望や状態に応

じて個別の通院をできるように支援し

ている。

ホームのかかりつけ医として２４時間

連携のできる医師がいます。月２回内

科の医師の往診があり、要望があれ

ば適切な医療が受けられるように支援

を行っています。月２回歯科医の往診

があり、希望者は受診が可能です。月

４回、歯科衛生士が訪問し、利用者の

口腔ケアの指導管理を行っています。

リハビリ診療を希望する方には訪問リ

ハビリの支援を行っています。利用者

の状態、必要に応じて精神科、皮膚

科、眼科、耳鼻科等、他科受診の支援

を行っています。家族の協力で受診さ

れる方には、情報提供を行っていま

す。家族が同行できない方には家族の

了解を得て職員が同行支援を行って

います。利用者の状態は家族に随時

報告しています。

31

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している

主には訪問診療の医師・看護師と連絡

を取り合って支援している。

身体的な変化など常に健康維持管理を

視点とした観察に努め、報告・相談を行

うようにしている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

32

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている

ホームでの生活状況など情報提供を

行い、環境の変化による症状の進行

にも留意しながら入院中の様子にも配

慮をすることと、退院後も速やかに元

の生活に戻れるように本人・家族や病

院関係者との意見交換も行い、計画作

成に努める。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる

家族会で提起して家族の中での意見集

約を促したり、診療や通院をする際に家

族も同席して意見交換できるようにして

いる。緊急時や重度化した際の対応に

ついて確認書を作成するようにしてい

る。また、スタッフ間で終末期のケアの

在り方を研修などで継続して取り組んで

いく。

利用者の重度化に向けて重要事項説

明書の付属文書として「看取り指針」を

作成しています。家族には早い段階か

ら説明し同意を得ています。緊急時は

医師と２４時間連絡が取れる体制があ

ります。職員間では緊急連絡網を作成

し、連絡優先順位も設けて連携体制を

整えています。職員は外出中も緊急連

絡用の携帯電話を所持しています。今

後は夜勤時も所持し、ケア中の緊急発

生にも対応できる体制をつくる方向で

す。家族の希望により、医師、訪問看

護師と連携してホームで看取りを行っ

た事例があります。管理者は終末期ケ

アや看取りによる職員の精神的負担

の軽減のため、今後は研修等も検討し

ていく方向です。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

34

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている

急変時や緊急時のマニュアルを用意

し、救命救急の講習等を定期的に実

施するようにしていたが、今年度は講

習は実施できず各自の受講となってい

た。

35 13

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている

地域の防災訓練に参加すると共に、ホ

ーム全体でも年２回、消防の指導等によ

り、防災訓練を実施し、自治会や消防

団、推進会議のメンバーなどにも参加し

てもらうようにしている。職員にも防災設

備等についても定期的に説明を行うよう

にしている。災害時の避難訓練について

更に充実させていく。

災害マニュアルを作成し、避難訓練は

消防署の指導を受け年２回実施してい

ます。訓練には自治会の役員も参加し

ます。緊急時の職員連絡網を作成し、

近隣に住む職員から駆けつける様にし

ています。玄関口には非常用リュック

を用意し緊急時に持ち出せるようにし

ています。備蓄の食糧は台所に準備し

ています。管理者は今後、食糧品を１

ヶ所にまとめ緊急時に持ち出せるよう

にし、水の備蓄も準備して行く方向で

す。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している

認知症の人ではなく、入居者一人一人で

あるという意識を持ち、入居者の思いを

大切にしたケアを心がける。年配者であ

ることを意識し、プライドや感情に配慮し

た言葉遣いや態度で接するように心が

ける。

また時に自分自身の考えや言葉かけ

を見直すことを大切にしている。

管理者は、個人情報保護について職

員に徹底するように指導しています。

職員は利用者一人ひとりを尊重したケ

アを心がけています。管理者は、新入

職員には利用者の人生経験には敬意

をもち丁寧な会話で対応するように伝

えています。ボランティアの方にも利用

者の呼称について「旧姓で呼ぶ方、名

前で呼ぶ方」など利用者に配慮した対

応を心がけるように伝えています。

37

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている

常に何を希望しているか、感じているか

を知るように努めている。言葉にならな

い思いを知ることができるよう、表情や

態度にも注意を払うように努める。食事

や飲み物の嗜好、入浴の順番、外出の

希望など日常の場面で本人の希望を聞

き、もしくは本人が要望を示すことができ

るよう心がけている。ケアや言葉かけ、

態度や考えなど、常に見直すようにし、

また利用者本人の言葉や様子でこちら

が察することで、より良いケアに繋がる

ことをしっかり認識しておくようにしてす

る。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

38

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している

本人の普段の生活に近いように、スタ

ッフが本人に合わせる過ごし方ができ

ているか、自分の考えを押し付けてい

ないか、見直しをしながら本人の様子

を観察するようにしている。一人ひとり

のペース、体調、感情をふまえ、寄り添

いサポートできるよう心がけている。

39

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している

日常生活の中で、整髪・洗顔、服装な

どの身だしなみに気をつけ、美容院の

利用や外出時の化粧などサポートでき

るように努めている。本人の鏡を見て

もらうように促したり、本人の服装の好

みなどを把握して、身だしなみを整えら

れるよう声かけを心がける。

40 15

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している

食事は大きな楽しみという考えを大切

に、献立の内容や味付け、雰囲気など

にも気を付けるようにしている。できる

だけスタッフも一緒に食事が出来るよ

うにしたり、お茶を飲みながらの会話

の時間を心がけている。また、集中し

て食事をできるよう、その人に合わせ

た環境にするよう心掛けている。

食事はホームで温かいものを準備して

います。朝食はホームで作り、昼食と

夕食の一部は温める食材を利用し、ご

飯と味噌汁と副菜は職員が作っていま

す。利用者の状況や重度化により、ミ

キサー食やお粥、ソフト食など様々な

形態の食事に対応しています。食事の

時間をゆっくりと使い、利用者が食べ

る事を楽しめるように工夫しています。

特別食や行事食、おやつのメニューは

利用者の希望を聞くなど意見交換を行

っています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

41

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる

健康維持を基本に、栄養バランスに注

意し、野菜や果物を食べて貰うように

するなど、便秘対策も含めて食材の選

択や調理の仕方に気配りをしている。

水分量や排泄に関しては記録し、水分

摂取が少ない入居者にはとろみ剤を

利用してゼリー状にすることや種類を

かえるなどの工夫をしている。食事の

量や食べ方を把握できるようにし、大

きさや硬さなど個々の状態に応じた食

事の形態に工夫をしている。

42

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている

食後の口腔ケアを促し、清潔保持に努

めている。特に就寝前には必ず行うよう

にしている。夜間の義歯預かり・つけ置

き洗浄を行い清潔を保つようにしてい

る。うがいなど簡単なことでもしてもらえ

るよう時に声かけや誘導など行うように

している。また、定期的な歯科受診によ

り、口腔ケアを行ない、指導も受ける機

会も持つようにしている。毎食後も行え

るように心がけている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

43 16

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている

それぞれの排泄状況の把握に努め、そ

れに合わせた声かけなどのサポートを

行うようにしている。本人の力を尊重しな

がら自力でできることはしてもらえるよ

う、せかせずゆったりした雰囲気の中で

支援するようにしている。紙パンツや尿

取パッドがそれぞれの状態に合わせて

使用できるようにしている。夜間も含め

て、失敗がないように声かけをしてなる

べくトイレに行くことができるように、ま

た時間が空きすぎていないか等、排泄

チェック表を利用して確認している。ま

た忘れないようにスタッフ間でも注意し

あい、お互いに連携をとりながら声か

けをするなど工夫をしている。

排泄チェック表を作成し、排泄パターン

を把握しています。職員はトイレでの

排泄を基本としたケアを実践していま

す。利用者の態度や行動に気を配り、

本人のプライドを傷つけないような声

かけを行い、トイレへの誘導を行って

います。排泄の失敗があった場合もさ

りげなく声かけ、他の場所に移動して

もらうように支援をしています。２階のト

イレは広く、車いすの方が使いやすく

なっています。職員の意見でトイレの

中央に頑丈な手すりが設置され、ドア

から便座まで手すりをつたいながら移

動でき、利用者の転倒防止にも工夫を

しています。

44

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる

食材の工夫や水分摂取に加え、身体を

動かす、睡眠をとる、といった生活リズ

ムの管理に努めている。また、個々の状

態に合わせて無理のない範囲で薬も併

用することで対応している。

ホーム内も含め表の散歩など動ける範

囲で誘導し、少しでも体を動かせるよう

にしている。排便状況の把握と水分量

の把握を心がけている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

45 17

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている

曜日(隔日)、時間帯は決まっているが、

その中で希望の順番や声かけのタイミ

ング、入浴時間、湯温など意向に添い、

羞恥心に配慮し無理なく快適でに入浴で

きるようにサポートに努めている。一人

ひとりのその日の体調、感情を把握し

て楽しい雰囲気作りを心掛け、その前後

での働きかけを重視、入浴しないまでも

足浴など行っている。入浴中は、一人で

ゆっくりできる時間も尊重し脱衣所から

見守りをしていることもある。また、でき

る所は自分で洗ったりするように声か

けをしている。

入浴は利用者が週２日は入浴すること

を目標に支援を行っています。希望が

あれば希望日には入浴できる体制を

整えています。入浴日は本人の体調

やその時の感情に配慮して声かけを

行っています。入浴ができない日には

足浴等の支援を行っています。職員は

衣類の着脱時等には本人の羞恥心に

配慮し、嫌がる対応はしないように心

かけています。職員の見守り支援によ

り一人で入浴ができる方や、入浴中に

リラックスした様子で自分の思いを職

員に語る方もいます。

46

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している

居室の温度や湿度、寝具にも気を配り、

また安心して眠れるよう就寝につくタイ

ミングには必要な会話を心がけている。

夜間は必要最低限以外は声かけせず

ゆっくり眠れるよう心がけている。

本人の希望や夜間の状態によっては、

いつでも自室で休息できるようサポート

をしている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

47

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている

定期訪問診療時の医師への報告、相談

に努め、適切な服薬となるよう努めてい

る。また、嚥下困難が見られるようにな

った入居者に対しては医師・薬剤師と相

談して粉砕してもらうなどもしている。

複数のスタッフの確認で薬の管理を行

い、飲み終えるまでの見守りや、その薬

の効能などから服薬後の言動にも注意

を払い記録もするようにしている。薬の

種類や内容については、一覧表を作

成したり、変更や頓服等についてはケ

アノートやボードを利用し、職員が理解

し把握できるよう努めている。

48

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている

その方の趣味や得意なこと、楽しく感じ

られることを把握し、レクリエーションで

の楽しみや、洗濯物など家事の出来る

部分で手伝えるよう支援を心がけてい

る。散歩や体操など、本人の状態や様

子に合わせて行っている。時にDVDな

どを見たりして本人に良い刺激になる

ことを心がけている
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

49 18

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している

月 2 回は地域ふれあいサロンに参加

する事で外出、外食の機会を作ってい

る。また、家族や友人との外出・外食も

本人や家族の希望により実施できるよ

うにしている。

散歩や外出の際は、時には違う道を通

るなど同じことの繰り返しにならないよ

うにしている。またその際は普段ホー

ムでは聞けないことを聞いたり、話した

りもできるように心掛けている。

気候のよい時はホーム前の公園や近

隣への散歩に出かけています。公園で

は利用者が近隣の方と交流する機会

になっています。月２回は地域のふれ

あいサロンに参加し、サロンの日を楽

しみしている方もいます。家族の協力

により月１回、自宅へ外泊をする方が

います。職員は外出が難しくなってい

る方には外気浴や、窓を開けて外気に

触れて季節を肌で感じられるような支

援を心がけています。

50

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるよう

に支援している

お賽銭などで、小量の金額を本人に持

参して、使ってもらうなど努めている

が、買い物の機会が少なくなっている

為か自分で管理をする意識が見られ

ないことが多くなっている。

51

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本院自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している

家族や友人に年賀状や手紙を書いた

りできるよう、また本人に字を書いても

らうことを大切にしている。名前などを

自分で書く機会を作れるようにしてい

る。家族から電話があった時は、本人

に出て頂き話をしていただくようにした

り、また希望があれば自ら電話を掛け

られるようにサポートをしている。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容
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○居心地のよい共有空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている

共有スペースのリビングは清潔を保

ち、ソファでくつろげるようにしたり、家

具の配置や季節の装飾などで、居心

地の良い空間作り、居心地の良い空

気づくりにと心がけている。

玄関内の廊下、玄関口にベンチを置く

ことで、外部の人と触れ合う場にもなっ

ている。

ホームは民家型の住宅で、居間は家

庭的な雰囲気になっています。日常的

に過ごす共有スペースは利用者がゆ

ったり過ごせるように工夫しています。

コーナーにソファーを置いてカーテンを

しめ、利用者が一人でゆっくり過ごせる

ように配慮しています。２階の廊下のソ

ファーで自由に過ごす方もいます。食

堂は家具や食器棚を薄型の物にし、ス

ペースを広くするような工夫や、リビン

グの入り口ドアには透明ガラスの部分

を設け、職員が利用者をさり気なく見

守り、必要に応じて寄り添い、支援でき

るような工夫をしています。

53

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている

廊下に椅子を置き、時にはそこでゆっ

くり座って過ごせるようにしている。ま

た、リビングではソファのある一角をカ

ーテンで仕切れるようにし、一人やスタ

ッフと 1 対１で過ごす等ができるように

している。テーブルを分けて配置し、時

に離れて過ごすことができるようにして

いる。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている

居室は本人に縁のあるもの、使い慣れ

たものを持参してもらうようにしてい

る。希望にあわせテレビやＣＤデッキ等

を置けるようにしている。時にスタッフ

から家具や小物を話題に本人からいろ

いろ話を聞きだせるようにしたり、家族

の写真を置くなど、居心地よく過ごせる

ように心がけている。

居室にはベッドとエアコンを設置してい

ます。室内の温度調整は職員が協力

して行い、事前に居室を温めるなど利

用者が居室で快適に過ごせるように支

援を行っています。利用者の居室には

本人を励ます言葉が貼ってあり、職員

は毎朝コミュニケーションを取っていま

す。居室には本人が使い慣れた物を

持ち込めるよう支援しています。カーペ

ット、テレビ、テーブル、家族写真等を

持ち込んでいる方がいます。利用者と

家族が居室を片づける日も設け、本人

が居心地よく過ごせるように支援して

います。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している

トイレの場所を明示する、個人の居室

には表札をつけるなどでわかりやすく

している。入居者の心身の状況に合わ

せ、手すりやカーペット、その他の設備

についても検討・設置をし、できるだけ

安全に自分で移動できる環境づくりを

心がけている。


